
第 4章 地域特性とアグロフォレストリー

熱帯とは南北両回帰線に挟まれ、しかも年平均気温が 20qC以上で、

年間を通して温度変化の少ない地域のこととされている。しかし本書の

アグロフオレストリーではもう少しこの範囲を拡大して亜熱帯や高地裁

帯の事例も含めている。したがって以下の地域区分における熱帯アジア、

熱帯アメリカ、熱帯アフリカも大陸別の地域を意味する程度に解釈して

いただけれは幸いである。

さて上記三熱帯の違いでもっとも大きい点は熱帯アジアと熱帯アメリ

カの両者は気候的に見て湿潤熱帯であるか、熱帯アフリカだけは乾燥熱

帯ということである。いずれの熱帯域にも熱帯雨林があり、そこが湿潤

なのは当然であるが熱帯アフリカの場合は熱帯域の全面積に比べて湿潤

地帯が極めて少ないのである。また歴史的な背景をみても熱帯アジアで

はヨーロッパのなかでもイギリス、フランス、オランダなどのほかアメ

リカがほんの半世紀前まで手中に収めていたので言語はもちろんのこと

生活習慣までそれぞれの国で違っていたのである。ところが熱帯アメリ

カの場合は殆んどの国がスペインの統冶下に置かれていたのでその文化

が今も残されている。ただ大国フラジルだけがポルトガル領であったが

文化的には周辺国と相通じるものがあり、相互間にはそれ程違和感があ

る訳ではない。熱帯アフリカについてもイギリスやフランス、ドイツな

どが宗主国ではあったが先住民の生活や文化の中に西欧文化や宗教がラ

テンアメリカのように浸透していなかった。文化人類学的には素人の筆

者が各地域を歩んだり住んでみて感じたのは熱帯アジアには根本的に東

洋人の文化や社会が存在するのに対して、熱帯アメリカにはカトリック

教をベースにした欧米文化が一般的に存在するように思われる。しかし

熱帯アフリカには今も、種族を中心とした黒人社会が存在し、同じ国内

にも多くの宗教と異文化が栄えていて、ヨーロッパ文化が定着している

ところはないと言っても差しつかえない程である。それだけにアグロフオ
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レストリーを地域別に比較してみるのも興味あるように思われる。

「 熱帯アジアのアグロフオレストリー

(1)地域の特徴

熱帯アジアは湿潤熱帯と呼ばれているように年間降雨量が多く、赤道

付近では熱帯多雨林が存在し、北に向かって乾季を伴なう地域が増して

くる。またフィリピンをはじめインドネシアのように火山灰に覆れた肥

沃な土地や概して農地に適した地形の土地も多いため、かなり早い時代

から森林は開発されている。しかも多くの島々は木材を海外へ輸出する

ための港にも恵まれていた。したがって焼畑もさることながら森林はよ

り早く木材資源として利用するために伐採されるという結果を招いてい

る。国有地と焼畑農民 (移動耕作農民) との問題は深刻で、アジア、太

平洋地域の山地では休閑期の短い移動耕作が繰り返されて土地劣化の一

つの原因ともなっている。これらの理由から土壌の流亡も激しく、この

地域の土地の 80% が干ばつや無機成分のストレス、排水不良、土壌の

桟薄などの生産低下要因を持っていることが明らかにされている。なか

でもヒマラヤ山系での薪炭材採取や家畜の増加によってもたらされてい

る生態系の劣化は下流域のインドやバングラデシュにも洪水その他の被

害を例年もたらせている。

年々、土地面積に対する人口の比率が各国で高くなり、人口増加の圧

力が急な山岳地での営農、樹木の過度の伐採、山火事などを起している。

アジア、太平洋地域の農業人口は世界の農業人口の 69% にも達してい

るのに用地については世界の 28% で、 1人当りの農業用地は 0 27ha と

計算され、他の地域のそれが 164ha であるのに比べるといかに狭いか

がわかる。

熱帯林の特徴の一つとして、この地域にはフタバガキ科の有用樹木が

多数生育していて、伐採の対象となっていたが、その跡地の更新は本来
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天然更新によって再生されるものと期待されていた。しかし、劣化した

土壌や長年の焼畑や火入れによって生じたチカヤ類の二次草原での造林

成績は必ずしも良い結果を生むことはなかった。そこで早生樹種の導入

が図られることとなり、近しぃ将来のパルプ材生産を目指してきたが、こ

れとて成長量のわりには収量の少ないことが各地で明らかになってきた。

ただ、そのような中でチークやユーカリ類では成功した所も見受けられ

た。しかも熱帯アジア各地の森林には熱帯性タケ類が混生しており、地

域産業として中広い利用が行われる可能性を秘めており、焼畑跡地にお

ける 2次生のタケも早急に活用を図る必要がある。

しかし、この地域では土壌や土地の退化や肥沃度の回復が早急に求め

られなければならない状況にある。本来、アジア地域にはヒマラヤの高

山帯からインド洋や南太平洋の島しょ部にいたる広範囲な地形や地質を

擁している割りに持続的農業生産の可能性は 14~18% しかないといわ

れている。その理由としては 80% 以上が干ばつ、養分不足、浅い土壌

層、排水不良などの生産低下原因を持っているからである。なかでもヒ

マラヤ山地にかかる地域で、薪と木材利用を基盤とした人間生活と家畜

　 　 　　　　　　　　 　 　
{導捜鍬撒嬢織琳ヱ ▲-▲ チ ◆ 1もま

写真 15 樹林に囲まれた狭い土地で野菜を栽培する農家

(ホアイシー、ラオス )
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飼育の関係は集水域の土壌退化をもたらせ、幾多の問題を下流国にまで

及ほしている。例えはインドでは年々500万 ha余りに及ぶ供水が 300

万 ha近くの農地に彼害をもたらせ、パキスタンでは傾斜地農業の開発

と移動畜産農民の過放牧が上地の劣化を起こしている。さらに山地にお

ける休閑期の短い焼畑移動耕作が各国でみられるのはもとより、急地形

での耕作、樹木の過伐、山火事などが集水域劣化の原因となっている。

(2)アグロフオレストリーの形態

アジア地域で見られるアグロフオレストリーの形態には多くの地域が

湿潤熱帯であるということから、あらゆるシステムのものが見出される。

その代表的なものを幾つか示しておくこととする。

1) 混農林、農林複合方式 (Ag11‐s1lv1culm・al system) 農作物 と樹木

初期のアグロフオレス トリーであるタウンヤ (Taungya)方式で

は樹木が整然と植栽されるとその後に農作物が一時栽培される生

産中心の土地利用法であるが最終目標は生産(経済)林化にある。

ただ、数年間は農家の家族に収入と生活の安定性をもたらすが農

家にとって土地所有権が保障されないという欠陥もある。例とし

て新タウンヤ方式、ツンパンサリ方式がある。また、樹木との間

作 (lnte1c・opp1ng) 方式では下植え (Unde1plantmg) 、小道植えま

たは列間植え (AI1ey c1opp1ng)、生垣囲い植え(Hedgeg1ow plantmg)

とも呼はれ、 5~lon ・の間隔を空けて植えられた樹木の列間に農

作物が植えられる。樹木が十数年単位で収穫されるのに対して作

物は通年的に収入があるので農家にとっては都合がよい。主な利

用作物としては以下のものが多い。

① 換金作物 … コー ヒー、カカオ、丁字、胡細、ニッケイ、

ナツメグなど

② 香辛 (薬味 )作物 唐辛子、ショウガ、キンマ、ウコン、胡撤、

ニッケイなど
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③ 果実作物 ・バナナ、パイナップルなど

④ 根菜類 ・・・キ ャ ッサバ 、 ヤ ム、 サ トイモ 、 サ ツマイモ

など

⑤ 穀物類 … 〆イズ、ソルカムなど

⑥ 食用豆類 … ・落花生、大豆、カウピー、シカクマメなど

⑦ 食用油類・・ ゴマ、 トウモロコシなど

⑧ 食用草類 パクチー、ニラなど

上記のいずれの作物も日陰に耐えらオる種では生産量の増加が

期待できるが穀物類や落花生などのように日陰を好まない作物で

は日陰とならない樹種との混植が行なわれている。

AI1ey clopplng で は Lez′me ′7" ′ez′coc 印 /?"/" や G/′rmdm s印′〃′〃

を列植し、作物の植えつけ中はこれを刈り込んで日が当たるよう

にする。刈った枝葉は土壌上に敷いてマルチとして土壌を肥沃化

させるのである。

u) 混牧林、林畜複合方式 (SIIV0‐pasto・al) 樹木 と家畜

これまで家畜を放牧することが多かったが農地の増加によって

家畜が畑に侵入して被害を与えるようになった。このため家畜の

管理として飼料の有効利用と牧場の設定の必要性が認識されるよ

うになった。

m) 農 家 林 、農家 園 (Home garden,Forest garden,Homestead garden)

作物と多様な樹木類

熱帯アジアの景観の一つとして水田の中にある土地に農家があ

り、その周囲には自家用の菜園、バナナ、ココヤシ、香木、果樹、

樹木などがある。つまり、緊急の場合でも自給できるというメリッ

トを持ったこの種のシステムはバングラデシュ、インドネシア、

タイ、ミャンマーなどで見られ、全体では数百万 haにも及ぶと

いわれている。

w) その他
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水産と樹木を組み合わせた Aqua‐免1estiyはマンクローフ林 と養魚

や海老の養殖を組合せてタイ、フィリピン、インドネシアで行な

われている。

(3)熱帯アジアでの実態

この地域でのアグロフオレストリーの定着がみられたのは 1856年に

チークの再造林を行なうにあたってミャンマーでU Pan H1eが実行し

た農作物との混植が最初とされている。この方法が高く評価されて、そ

の後、インドやインドネシアでも続いて行われたが、いずれも小規模で、

個人が優先権を持ったものだった。やがてこのタウンヤ法は放棄されて

しまったが、その理由は樹木が育つにつれて農民は農作物の栽培ができ

なくなり、林地に立入ることもできなくなったため、農民らはこの方法

に不満を感じるようになり、農作物だけの単作を始めたからである。

その後、各国が順次独立して、経済の自立を図るために森林資源の伐

採と売却が行われ、熱帯林の急速な減少がもたらされた。しかし、その

後の造林面積は少なく、森林の再造成よりはむしろゴム、ココナツ、ア

ブラヤシ、パイナップル、バナナなど多種の有用作物栽培が活発に行わ

れるようになり、土地利用の様変わりが各地で見られるようになった。

この地域にアグロフオレストリーが再度浮上するようになったのは19

78年に ICfUIFが設立されてからである。それは各国がアグロフオレス

トリーの意義を考えるとともに国情や地域に応じたシステムを作りだす

ようになったからである。

アジアの各地域におけるアグロフオレストリーの実態はつぎの通りで

ある。

・) 南アジア地区

所有面積が小さい上に、土壌の劣化した土地に追いやられてい

る貧しい農民に樹木の植栽費用を政府が負担し、代りに保育管理

は農民に行わせる方法がとられている。例えば所有者は樹木の保
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育を行うための補償として 10年間、毎年一定額を受取ることが

できる。もちろん作物栽培による利益は農家の収入となる。といっ

た例のほか自家農園 (ホーム・カーテン) ではユーカリ栽培をし

たり、北イント地方ては改良ポプラの造林を行ってインドの貧困

農民から喜はれたが、逆に裕福な農民には支援がないため反対さ

れ、長期的には成功しなかったようである。バングラデシュ、ネ
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写真「6 小麦とユーカリ樹によるアグロフオレストリー

(ペシャワール、パキスタン)

パール、パキスタン、スリランカといった国々では社会林業がとりあげ

られ、パイナップル、バナナ、タケなとの収穫に要する期間が短い作物

やグアバ、ジャックフルーツなどの果樹とチークの組合せが見られる。

パキスタンの半乾燥地帯ではコムギとポプラあるいはユーカリ、ソルガ

ムとプロソピスの組合せがある。ここで使われているプロソピスは ProM

s叩′s cme′mm で飼料不足キニ悩まされている地方の農民にとっては栄養

価の高い飼料源となっている。これはまた、家畜に日陰をも与えること

のできる樹種であり、作物とも共生的に利用できると評価されている。
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ただ、プロソピスはアフリカにも見られるが、その種の多くは中

南米原産であり、導入したものであれは成功したものの一つとい

える。

n) 東南アジア

インドネシアではタウンヤ法による各種の組合せのほか多種多

様なアグロフオレス トリー ・システムが実行 されている。例えは、

幼齢木の間に陸稲や トウモロコシを栽培するもの。チークの植栽

を行うとともに、下層部に薬用植物を栽培するものがある。この

場合薬用植物の種類にもよるが、短期的なもの長期的なものがあ

る。さらにチークと燃材用のアカシアを混植していることもある

が、これはアカシアが短伐期ということから、チーク材の収穫が

長期間を必要とするため、中間収入を得るための方法であり、一

見、アグロフオレス トリーとは呼ひがたいように思われるが、主

日的がチークで伐期が異なる組合せだからあえて、アグロフオレ

ストリーと解釈しているようである。

イン ドネシアの Pemn pe・hutanl( 造林公社 ) はジャワ島で集

約的タウンヤ法やツンパンサリを行っている。これは従来の植栽

木の間に農作物を栽培するタウンヤ・システムを改良したもので、

施肥や農薬を投入して集約化し、陸稲やチークの収量を増加させ

るだけでなく、森林地帯の周囲に燃料木を植え、あるいは村落の

近隣地域では燃料木を防火線状に植えて、村民には植林のための

支援活動を政府が行なっているとしている。もっともここでは種

子や切り株は村民に与えられるのでこれを特帰り、種子は植栽用

に、切株は燃料に利用している。敷地内に燃料木を植栽すること

が奨励されているからである。この他ジャワ島では社会林業 (Soc‐

1al危・est・y)も行なわれているなど、とにかく多彩である。

フィリピンでは移動焼畑農民 (カインギネラス) をある特定の

土地あるいは場所に定住させるために社会林業を行なったり、夕
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ウンヤ法を取り入れたルセナとトウモロコシの列間植栽などのほ

かにも苗畑造成を行なって農民に苗木を分譲している。

タイ国では Folest vlllageの造成を各地で行なって多 くの人々

を入植させて成功している。そのあらましは政府がまず入植者に

住居を提供するほか農耕地を- 家族当たりにつき 25ha 貸与して

いる。入居者には給水、道路、学校、などの他、簡易インフラ整

備や作物販売の援助も行なっている。その代わりに住民は森林造

成に従事し、lo年間樹木を保育する程度の面積の中央に生活拠

点となる村落が設けられる。その他の条件としては家族の中の-

人は終身森林造成のために従事でき、また、最初の3年間森林の

作業に従事すると村民はボーナスを得る権利が出来る。さらに最

初の3年間を過ぎて 16haのタウンヤを継続すればその村民には

毎年ボーナスを得る権利が与えられる。と言ったような各種の奨

励策をとっている。

中国では 1950年初頭に森林伐採が急速に進み、その結果、広

域的に裸地や劣悪不良地が生まれ、一部で砂漠化が進行してきた。

このため、防風林を設け、670万 haの農地と 340万 haの牧草地

が保護され、地域の産業発展に貢献している。この防風林が設置

されている地域では トウモロコシ、大豆、ソルガム、 ミレットに

増収が見られたと報告されている。

東部で人口密度の高い中国も、西部や中央内陸部では農地の周

辺や常風地帯での防風林の造成、樹林と農作物の間作、道路ぎわ

や河川敷への並木造成、住宅の周囲への植栽などアグロフオレス

トリー・システムはもちろんのこと緑化によって農民の生活水準

の向上を図ることで、最近顕著な成果をあげている。そこに導入

される樹種として桐が多いのが特徴である。また南部ではゴムが

多い。

韓国では森林の大半が民有地であるが、これまでアグロフオレ
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ストリーと呼べるものはとくに存在していない。しかし食用の果

実と木材を利用するための栗の木、チョウセンゴョウとその他の

マルチパーパス樹木の植栽などがある。

韓国と同様に熱帯地域と直接関係のないわが国においては各地

で 19世紀の前半から20世紀中頃にかけてスギやヒノキの造林に

際して焼畑造林が行われ、火入れの後植栽前後にソバ、オカボ、

カフなどの作物が作られてきた。また今日ではスギ林内にオウレ

ンを栽培したり、シイタケ栽培を行なうなどタウンヤ式のアグロ

フオレストリーを見出すことができる。参考までに記しておくこ

とにする。

m) 太平洋島しょ国

この地域の国々では主食にヤムイモ、タロイモ、バナナを食べ

ている。このため、食糧用作物や菜園の混作が多くみられる。サ

モアではタロイモやヤムイモをエリセリーナ属の樹木の間作とし

て栽培している。パプアニューギニアではサツマイモ栽培地にマ

メ科のルセナを植栽したりコーヒーやカカオの庇陰樹としてユー

カリやルセナを植栽している。ソロモン群島でも同様に、小規模

なアグロフオレス トリーが行われている。

このほか南太平洋の諸国ではココヤシの林の下にイモ類、キャッ

サバ、タロイモ、バナナ、コーヒーなどが栽培 されているほか、

ココヤシ林内に水牛を放ち、糞尿を土壌に還元して、雑草を牧草

代りとするようなシルボ・パストラルも散見することができるが、

概して土地面積の少ないところでは休閑期を減らせて農作物を収

穫できるようなアグロフオレストリー・システムの確立が必要と

なろう。

2 熱帯アフリカのアグロフオレストリ-
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(1)地域の特徴

熱帯アフリカの面積は熱帯アジアの面積のほぼ 2倍であるが、北回帰

線から南へ向ってサハラ砂漠やリビア砂漠が拡がっているのみならず、

さらに南に向って半乾燥地のサバンナが存在している。したがって森林

の多くはサバンナ林、疎林てあって、他の 2つの熱帯地域とは異なって

いる。しかしなから、東アフリカではケニアやタンサニアの一部に森林

が標高の高い 1500m 以上のところでみられる。また西アフリカではギ

ニア湾に面 した各国、すなわち、リベ リア、コー トジホアール、ガーナ、

コンゴ、カメルーン、ナイシェリアなどに森林があり、海岸線に近いほ

ど雨量も多くなっていて熱帯雨林もみられる。

写真「7 サバンナでも潤沢なキリマンジャロの伏流水によって庇陰樹

の下でコーヒーの栽培が行われる (アリューシア、タンザニア)

このように大陸の内部に広大な砂漠やサバンナなどがあって植物資源

が少なく、バイオマス生産の低い地域が存在する一方、最近では疎林地

帯での人ロ増加が激しく、生活エネルキー用の薪炭材の利用や、伐採量

の増加に伴って砂漠化が進行している。こうしたことが薪集めや水汲み
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に日常生活の大半を費やしてしまわねはならない婦女子の労働を苛酷な

ものとし、社会的な問題となりつつある。地域によっては家畜の糞さえ

燃料にされている。

地下水の汲み上げや海水による水問題は単に住民の生活だけに留まら

ず、砂漠化による地温上昇などと相まって、近年、各地で土壌の塩性化

が現れるようになり、それでなくても少ない植物の生存をより危うくし

ている。すなわち、全ての土壌には微量の塩類が含まれているか、いつ

も降雨のある地域では、これらの塩分は重力水となって流され、地下水

に入るか、河川へ押し出されて、いずれは海へ運はれて行くことになる。

この場合はいすれも塩分が土壌に蓄積されることはない。しかし降雨量

が少なくて蒸発量の多い乾燥地域では土壌中の塩分が多くなり、場合に

よっては土壌の 12% を占めることもある。塩性化は土壌中の塩分のバ

ランスがくずれると生じ、作物の根の部分に塩分が蓄積したり、さらに

これが進行すると地表に塩の白い層が岸上り、植物は生育できなくなる。

水分中にナトリウムや火山によってもたらされる炭酸ナトリウムを含ん

でいると、更に悪くなり、土壌はアルカリ化してしまう。

鷺瀞鵡寿ぎ議さ毒を喜そぎ響き諸島滋一望讐聾卿,

　　　　　　　　　　　　

写真 18 遊牧の牛が通り過ぎると少ない植生が一掃されてしまう。

(カノ、ナイジェリア)
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また農業で常に潅慨するときは乾燥地でも塩性化をもたらす原因にな

るともいわれている。排水のよくない土地での潅慨は当然地下水位の上

昇をもたらせるので土壌中の塩分は地表に運ばせるということになる。

パキスタン、エジプ ト、イラク、イン ド、アルゼンチン、ペルー、アメ

リカなどでも塩性化は起っている。

熱帯アフリカにおける大きな問題は遊牧による牧畜が行われているこ

とで、ただでさえ少ない植生が多くの家畜によって食べられてしまうた

め植生回復がはかばかしくなく、砂漠化への道を急速に突っ走らせてい

ると考えられる。

植生が脆弱になりつつあるにも拘らず家畜の頭数が増していることも

この地域の特徴であるが、家畜とて決して胃袋が満たされていると思え

ないのは痩せた動物の多いことからも判断できる。

(2)アグロフオレストリーの形態

熱帯アフリカで実施されるアグロフオレストリーの形態を考えるとき、

導入する地域の環境によって住民が好んで利用する植物が違ってくるは

ずである。思いのほか乾燥するサバンナでも遊牧民が牛を追っているの

で、半乾燥で生育の可能性のある樹木、例えば薪炭材と作物の組合せが

実施されたり、数ヶ月のみの乾期を伴う半乾燥地では樹木と牧草の組合

せ、常風地帯や高地で雨の降りやすい場所でのシステムの実施が見られ

る。アラビアゴムモドキ、セネガルアカシアなどタンニンやゴムの採取

できるマルチパーパス樹種が各地で利用されていたりするがシステムの

バラエティーは限定される。

1) 混農林 (Ag・トs1lv1culm・e) 農作物と樹木(薪炭材)

天然性の樹木がランダムに残されていて、その樹間に作物が作

られるタウンヤ法の一例としてシャンバ法が導入されたり、庇陰

樹の植え込みとコーヒー栽培が行なわれたり、等高線沿いに樹木

を植えて土砂止めしながら作物栽培を行なうなど各種の形態が取
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り入れ られている。また、成長の早いユーカリを防風帯 (Sheltel-

belt)として設置し、樹林による防風効果が土壌水分の抑止をも

たらせて農業を可能にさせている。半乾燥熱帯における風衝地で

はこの両者は切り放せないものてある。

u) 混牧林 (SIIV0‐pasto1al) 牧草と家畜飼料木 (BI0wse hee)

混木林のようなアクロフオレス トリーは一部て見られるのみで、

アフリカの場合は所有権の明確でない土地での放牧が盛んである。

多くの土地では天然木が保護されていて家畜の休息地になったり、

高タンパク質の飼料や果樹が植えられることもある。メイズやミ

レットの茎や葉も家畜の飼料となるのが普通だけに家畜の遊牧は

土壌の退化か激しくなる一方である。このため最近では他人の家

畜の侵入阻止だけでなく土地の権利や境界を明確にするために生

け垣や生木の柵を設けることも行なわれるようになり、囲い込ん

だ内部で安心して農作物や牧草を育てている風景が各地で見られ

るようになってきている。

m) 自家菜園と村落林業 (Home ga1den and VII1age危lest・y)

熱帯アフリカては住居近くの小さな土地でも散水しやすいと野

菜、香辛作物、薬用植物の菜園として利用することが多く、土地

が少しでも広ければ換金作物、燃材木、果樹などが栽培されて食

料の確保や現金収入源にしている。雨量の多い高地山岳地帯では

特に自家菜園や AI1ey c1opp・ng の形態を持ったものが多い。また、

村落や部落単位でピーナツ、イモ類、マメ類などの農作物と果樹

や薪炭樹種がランタムか列条に植えられて村民による共同管理が

行 な われ てい る。 こ うした VII1age 危 lest・y は Colnlnumty 危 lestly

とか Soelal節・est1yとい う言い方をしているところもある。

(3)熱帯アフリカでの実態

広大な大陸だけに個々のアグロフオレストリー ・システムの実態を網

-73-



羅することは困難であるが、前述したように熱帯雨林はキニアから東お

よひ南ザイールにかけての沿岸地帯やコンゴ川流域、東アフリカと南ア

フリカの一部に存在するのみで他の地域は全般に乾燥地もしくは半乾燥

地のサバンナ地帯である。したがって湿潤熱帯と乾燥熱帯に対応できる

アクロフオレス トリー ・システムが存在することと、ケニアにある ICR

AF の指導で効果をあげている国々もある。

ナイジェリアでは集約化された一時的な移動耕作によるタウンヤ法が

行われていて、農作物には食糧生産に基づいた植林がみられる。当初は

1920年代の後半にサポバ州で実施したところ成功裏に事業が進んだた

め、その後も各地で、まず農民に小区画を割当てることにより彼らが樹

木の伐倒から地i存えを行ない、雨期に入ると直ちに農作物を植えつけ、

その後に山地局の作業員が植林するかあるいは個々の農民に苗木を与え

て植林させてきた。苗木の養成に関わること以外の作業については農民

の自己あるいは自家労働力によって進められ、 3年目まで農作物の栽培

が許可される。植栽後 2年目からの樹くに対する管理作業は山林局が行

なう。このようにして耕作ができなくなると新しい土地が割当てられる。

作物は多種でヤムイモ、キャッサバ、ピーナツ、メイズ、マメ類、 トマ

ト、コショウなどがあり、永年作物は許可されない。

ナイジェリア国内の南部にある半湿潤地域で1ITA(国際熱帯農業研

究所 ) が実施 した Lez′coe′?"/e〃coc勿た〆" や Cm ′czd!口 '印〃〃〃をヤ ムイ モ

の支柱とし、ここにメイズの栽培をアレイクロッピングで行なったとこ

ろ、ルセナの枝葉がマルチとなって土壌の肥沃化が起こり、メイズの収

量が大幅に増大した。すなわち、 10 トンの枝葉を土壌にマルチングし

たところ lha あたり 13~32 トンの増収となったために大きな関心を

呼んだことが知られている。

シェルターベルトについては樹林帯の中と高さによって防風効果がか

なりあることは北部の半乾燥地帯で大規模に行なわれた結果からも明ら

かで、これについてはすでに述べたところである。
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タンザニアでは傾斜のある中高地で耕作を行なう際に等高線に沿って

樹木を植え、その樹間下にレモングラスを栽培する FAO のプロジェク

トがある。こうした樹木の植栽を行なっても表土が流出するので下部に

溝を掘り、集積した土を再度耕地に還元している。溝掘りと樹木植栽に

は労力が必要であるが恒久的な耕地造成には有効な方法であるだけに、

果樹、有用樹木といった利用価値の高いものの植栽が望まれる。植生帯

の中と傾斜による土壌についての D ROCHELEAU らの報告は以下の如

くである。

表-3 山地傾斜と1植生帯の中とその間隔

傾斜
(%)
植生 (樹林)帯の中
(m)

植生 (樹林)帯の間隔 (m)
浸食されやすい土壌 浸食されにくい土壌

5
lo
15
20
30
40
50
60

15
2 0
3 0
4 0
6 0
80
loo
120

45
35
30
26
23
20
17
14

80
70
60
53
44
36
30
26

ガーナでもタウンヤ法が用いられていて、 トウモロコシ、ヤムイモ、

バナナ、野菜類がターミナリア、チーク、セドロなどの樹木と組合され

ている。

スータンでは古くからアラビアゴム (4mcm se′7ego/) が植栽 されて

きたが、それは①刺のある枝が家の垣根として使える②樹幹は建築用

とし、枝は燃料となる③マメ科だから土壌の改良に役立つ ④枝葉は飼

料となる⑤列状植栽すると防風林として使うことができるなどの利点

があるからだといわれている。経営方法としては 25haを四等分し、食

糧生産地を四分の一、残り四分の三はアラビアゴムを年次毎に区分して

植栽している。

ケニアでは農作物を間作物として取入れて造林を実行するシャンバ法
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が広く行われている。すなわち、国有林の造林対象地を農民に貸し、 2

ヶ年間の耕作を認める。 3年目には針葉樹を造林し、さらにその後の 3

年間の農耕を許可するものである。樹木はマツ、サイプレスを、作物と

してはニンジン、ジャカイモ、マメ頚、メイスなどて他の国と大きな違

いはない。なお借地料は毎年更新する。このほか燃料、果樹、飼料木な

どが使われる。

広大なサバンナ林を持つこの国では今日でも耕地のなかに点々と天然

性の樹木が残されている。しかし、所によっては人工で植栽されること

もあ る。 標 高 1,00om 以 上 で は Co 〆′"" 毎 ss′mm や G7g1ノげ′m m わmm が

コーヒー栽培の庇陰樹として利用されている。農家菜園では果樹が好ま

れて植えられており、換金作物が概して多く見られる。ケニアに隣接し

たタンサニアでは Community Folestlyとして集落 (ウジヤマ 功 ama) を核

としたタウンヤ法がよく見られ、樹木には燃材が活用されている。よく

植 栽 され てい る樹種 と して、Cossm s′‘′mm zdd′mc/ 〃" 〃7dにα,互に "/}夢ms

sppなどである。一般農民は雨季に入ると耕作可能な場所に素早く畝を

作 り、 トウモロコシ、豆、カボチャなどの種子を播く。その後を追 うよ

総務#
写真「9 生活エネルギー用の薪運びは女性の重労働の一つでもある

(ムエンベ、タンザニア )
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うにしてユーカリの苗木を植栽する。この間の数年間は作物の収穫は可

能であるが、 5~6 年もすれは樹冠はうっ閉して林内への光が通らなく

なるため自然に農地は減少することになる。もともと植林地域と決めら

れている土地でも村民の生活のためには町や州でも黙認することが多い

ようである。高地では自家農園も多くみうけられる。苗畑造成による養

苗と苗木の供与4こよって植林する場合も多く、農民が苗木を買っている

姿もみられ、こうした樹木の列間にメイズを候値し、小さな農地を有効

に使おうとする意欲がみられるが、これも「一本伐ったら三本植えよ」

と教えた故ニエレレ大統領の精神が今も生きているからたと言えよう。

このほかザイール、カホン、カーナなとでもタウンヤ法によるシステ

ムが見られるか、植林そのものがこれらの国々にとっては国家事業とし

てよりも 1人 1人の生活に影響を与えるほどのインパクトを持っている

だけに真剣に取組んで行く姿勢を伺い知ることができるのである。

写真 20 インガの樹陰下で栽培されるカルダモン

(タペロア、ブラジル)
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3 熱帯アメリカのアグロフオレストリー

(1)地域の特徴

熱帯アメリカにおける森林地帯の開発が低地から進んだのはスペイン

やポルトガルによる侵略と征服が始まってからのことで、それ以前はむ

しろ南米を中心としたアンテス地帯で栄えた先住民インテオのインカ族

文明と農耕、その後のクアテマラからユカタン半島にかけての農耕民族

であるマヤ族の文明、さらにメキシコ高原を中心に栄えたアステカ人の

農耕文明といったように、先住民の多くは風土病や疫病が少なく気候風

土の良い高地帯で生活をしていた。これらの先住民の文明はやがて滅ぼ

される運命を辿ったが、他の地域と異なってアマゾンの低地帯のみが今

日まで自然状態を取り残してきたのは生活条件が悪かったためである。

このように本地域の各国には低地のほかに丘陵地帯を含む高地台地が存

在し、両地帯がそれぞれに開発と発展を遂げていったのである。なかで

も高地帯は有用作物であるコーヒーを栽培する条件に適していただけで

なく、温和な気候が人々の生活条件を満たすものであったために、時代

とともに定住する人々か増加して一層地域開発が進んでいったといえる。

ただ、現在も熱帯高木林の 464% が熱帯アメリカに存在し、残りの 173

% が熱帯アジアに、363% が熱帯アフリカに残っているといわれるが、

この熱帯アメリカの森林面積の広さはアマゾン川やオリノコ川流域にま

とまって残っているからであって各地にあるというものではない。南米

の西岸部のアンデスには雨量の少ない地帯があり、亜熱帯地域には草原

が拡がっているために熱帯アフリカよりも植物生産量はおおいが熱帯ア

ジアにはとても及ばない。熱帯林のなかの針葉樹の大半を占めているマ

ツ類がこの地域に植林されているのも特徴で、その代表種としてカリビ

アマツがある。

標高による作物栽培区分が明確で、例えば低地帯ではバナナやサトウ

キビ畑として早くから農地化してしまい、カリブ海沿岸のジャマイカ、
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ハイチ共和国、 ドミニカ共和国、さらにエル ・サルバ ドルといった国々

では農地としての転用が早くから行われたために森林は殆んど消滅して

しまった状況にある。また標高が高くなるにつれてカカオやコーヒーの

栽培が盛んとなっただけでなく、丘陵地や平地の多くが牧場として利用

されている。おまけに私有地も多いため、農耕に対する熱意も高く、生

産性の向上が常に図られている。それが地域全体にアグロフオレストリー

導入の素地を作り上げているともいえよう。

(2)アグロフオレストリーの形態

この地域におけるアグロフオレストリーの形態は大きく分けて高地帯

における混農林と低地帯における混牧林からなっている。もっともこの

両者のいずれもめ両地帯で絶対的なものではなく、適宜混っているのは

もちろんである。混農林のなかでも各国の高地帯で広く行なわれている

のが樹木とコーヒーの永年的組合せであり、同様に低地では樹木とカカ

オの組合せがみられる。低地でのバナナの大規模栽培ではあまりアクロ

フオレストリーの形態はとられていないが、小規模の栽培では樹木と混

植されているのをよく見掛ける。一方、低地帯での混牧林は概してこれ

まで大規模な囲い込みと野草による飼育が主であった。しかし、最近で

は生垣による柵作りや牧場内の小樹林地作り、さらに果樹の導入による

土壌保全と土地の多目的利用を考慮した仕方に変わりつつあるところが

僅かなから増えつつある。

アクロフオレストリーの形態としてはこれまで述べてきたあらゆるも

のが見出される。以下に項目だけを明示しておくことにする。

1) 混農林 (Ag1トs1lv1culm・e)… 単年作物 と樹木、永年作物と庇陰樹、

その他の組合せ

農作物としてはフリフオーレスおよびその他のマメ類、メイズ、

イモ類などとマメ科の樹木、コーヒー、カカオと庇陰樹、香辛作

物と樹木、香辛作物とパーム類
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u) 混牧林 (SIIVひpasto・al)・ 牧草や野草と樹木、牧草とマメ科樹木

の混植、牧草と果樹、放牧と生垣柵、枝葉の飼料とマメ科樹木の

組合せ、プロテイン ・バンクなど

m) 列条植栽 (AI1eyc1opp1ng) 作物と樹木の列条間作としてメ

イズとマメ料樹木、マメ頬とマメ科樹木など

なお、生垣 と して C/〃′c′‘/m s勿 mm, どり〃/?;′m spp 、 カシ ュナ ッ

ツなどがよく利用される。

写真 21 クロブの幹にバニラをよじ上らせ、地面にはパチュリ (香辛

作物) を組合わせた例 (タペロア、ブラジル)

(3)熱帯アメリカでの実態

この地域の各国はコスタリカにある CATIE での研修会や指導を通し

てアグロフオレス トリー ・システムを習得 している。従って、各国とも

研究レベルにしろ、実践レヘルにしろ理論的な基礎知識を少なからず持っ

ている。そのため、それぞれの担当者が必要とするシステムを構築しう

るので、他の熱帯地域に比べて実践例は多く、充実している。

コスタリカのアクロフオレス トリ」を述べる前に、まず、 CATIE で
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のアグロフオレス トリーの実情を見ておくことにしよう。

元来、CATIE は中米やカリフ海沿岸諸国の小規模農家が抱えている

農業問題に対して技術面から解決するための研究、教育、普及を行なう

国際機関として発足 したものである。その中でコーヒー、カカオ、果樹、

ぉ 癖

写真 2 2 上部に森林、中部にコーヒーと樹木のアグロフオレス トリー、下

部に牧場と生態系を考えた土地利用(アラフエラ、コスタリカ)

パーム類といった植物を中心とした農業のほか林業や畜産問題に取組ん

でいる。ところが、この両者とも地域問題として農地の劣化、収穫の保

続的安定、エロージョン防止といったことが共通しており、これらに対

処するため、アクロフオレストリーの導入が考えられたのである。そこ

でコーヒーやカカオと庇陰樹の問題、土壌保全対策、牧草と果樹や樹木

との組合せ 、 AI1ey clopp1ng 、 マル チパ ー バ ス トリー 、各 業種 の収益 と

社会経済問題など多彩なテーマでアグロフオレストリーと取組んでいる。

コスタリカ国内ではタウンヤ法としてコルテイア (Cord!〃 "/′のめ′")、

ユ ーカ リ類 、 メ リーナ (C〃だ/〃70 "′加′m ター ミナ リア な どと トウモ

ロコシ、あるいは トウモロコシとマメと樹木による一時的アグロフオレ
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ス トリーのほか、コーヒーやカカオと庇陰樹としてのエ リセ リーナある

いはインカ QI7gqspp) などのマメ科樹 くとの組合せや果樹とハナナな

どの永年的な組合せがみられる。樹木の多くはマメ科のものが積極的に

利用されて空中窒素固定による土壌改良と飼料としての利点が活用され

ている。とくに森林を伐開して新たにコーヒー園やカカオ園を造成する

際は伐期前の有用樹種はそのまま残して図-9で示されるような多層配置

によるシステムか実行されている。

(用材木) 伽夏観望観“

(飼料木) 庇陰樹
Erythrma poepplglana

一 永年作物
(有用作物 ) Coffeaarabica

腐食層
土壌 努 ＼根系 窒素岡定 (根粒菌)

図一 9 理想的な多層林型のアグロフオレストリー

畜産 との組合せによる SIIV0‐pasto・alでは牧草 と樹木、牧草と果樹、ィ木

内放牧などがある。また生垣柵としてはグリリセデイア、エリセリーナ、

ルセナなどのマメ料樹木の利用がある。

メキシコでは典型的なタウンヤ法としてトウモロコシやコーヒーとプ

ロ ソピス、ルセナ な どの組合せや プ ロシ ミウム (β′os′′〃〃〃'"/ に"sr7z′′'7)、

その他の樹木を飼料木として利用しているケースがある。

グアテマラ、パナマ、ニカラグアといったコスタリカの隣接国では C
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ATIE の指導を受けて多くのシステムがみられる。とくにトウモロコシ、

コーヒーその他の有用作物と庇陰樹との組合せでは数多くの樹種が利用

されているがいすれもマメ科のルセナ、エ リセ リーナ、カシア、クレベ

リアなどとなっている。

グアテマラについてはまず先住民がかなり伝統的な生活を継続してい

るだけにアグロフオレストリーも確実なタウンヤ法がとり上げられてい

て、チーク (粋 c′o′m g;";司摺) と トウモロコシの組合せがある。 この国

は火山国であるために農業も盛んて、食糧生産にも熱が入っている。西

部の火山地帯は東部の平坦地に比べて土壌は肥伏であるが傾斜地も多く、

土壌浸食や土壌の劣化がみられるだけにアクロフオレストリーに対する

熱意が見出される。

ニカラグアでは南部に森林が残されているがマツの疎林も多く、土砂

流出を防ぐために伐採制限かあるので施業改善の余地は十分に存在する。

この国は力 シア (Coss!"s ′"′〃eo) 、 ユー カ リ(E〃m リ鰯〃s m 〃m/dz′′8′7m) 、

ルセナなどを用いたシェルター・ヘルトも作られている。もちろん混木

林による家畜の飼育がみられるのは当然である。

ホンジュラスはアクロフオレストリーの導入が遅かった国の 1つであ

るが、COHDEFOR( 森林開発協会)が FAO の支援のもとで牧場に有用樹

種である Cordm q〃iodom を用いた り、生垣柵、コーヒー と庇陰樹の組

合せ、タウンヤ法によるチークとトウモロコシの組合せなどが行なわれ

てい る。

つきにカリブ海諸国に目を移してみると、ジャマイカでは東部のフルー

マウンテン、ジョンクロウのほか中央のコクピット地方、モン トデアプ

ロ、西部のドルフィンヘッド山に人工林があってカリビアマツが植栽さ

れている。全体として流域管理、保全などとの関係からアグロフオレス

トリーが見直されている状態にある。また トリニダー ド・トバコでは森

林の 426% が国有林で 105% は私有林となっている。この国有林の大部

分が半落葉樹林と熱帯降雨林で、これ以外にサハンナ、スワンプ林など
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がある。保護林も 12万 haはある。このような変化のある森林を有して

いるがアクロフオレストリーは約 65年前にタウンヤ法が取入れられ野

菜、マメ類の生産がチークやマホカニーとの組合せで行なわれてきただ

けでなく、マンクローフ林でも魚類の収穫にプラスになっているといわ

れている。

最後に南米の幾つかの国をのそいてみよう。カイアナには今も森林が

多く存在していて、有用な商業用材も多いがアクロフオレストリーには

カ リビアマツ、メリーナ、ユーカ リ(E g′"′冠舵 /!")、アカシア類が用い

られ、土壌改良と治山を目標としたシステムが採用されている。スリナ

ムでは今から約 20数年前にタウンヤ法が森林局によって実施され、コ

ルディアとイネ、セ ドレラ (Ceめe/"mgz′s〃尤/m) と麻、キャッサバな

どが組合されたり、飼料とカリビアマツなどが取上げられている。また

ベネスエラでも南西部地方でチークと農作物とのタウンヤ法が行なわれ

ている。

これまでコロンビアでは伝統的なアグロフオレストリーのシステムは

殆んどなかったが集落を単位とした地域開発を行なう目的で近年、国の

行政組織が取上げている。例えば BaJO Cal1ma地方は高温多湿の熱帯雨

林帯にあって素材生産に従事している現地労務者と国有地の労務者であ

る地域住民とによってコルディア、アルヌス (パ/〃〃s ocm'mm α) などを

庇陰樹としたコーヒー栽培が大規模に行なわれている。いわゆるコロン

ビアコーヒーの生産である。同様な方法はカカオでも実践されている。

昨今はアクロフオレストリー・システムをより広く導入しようとの傾向

があり、一般化している。それにはアグロフオレストリー推進のために

コロンビア大学、開発公社などが積極的に取組みつつあることからもわ

かる。その一つがココナツの列植間にキャッサバを植えたり、セドロ林

の植林初期にヤムイモを植えるなどのタウンヤ法がみられるからである。

エクア ドルでは Ag1トs1lvlcultmeとして森林を伐採後、火入れ して裸

地化し、その跡地にトウモロコシ、大豆、イモ類の作物を耕作し、数年



後に牧草が播かれて飼料地とされる。そして地力低下が起り始めると森

林に戻されるため、森林の生産量も低くなっている。また急傾斜地の森

林が伐採されるとトウモロコシやジャカイモが耕作され、数年後に森林

に戻すタウンヤ法や SI1vo‐pastora1としての林間放牧も行なわれている。

畜産の盛んな国だけに林地を利用した放牧には各種のシステムが考えら

れている。

ペルーは高地のアンデス地方とアマソン流域の森林地帯、そして太平

洋沿岸の低地乾燥地帯があり、多くの問題点のあることが指摘しうるが、

全般的に植林は低地帯で行なわれる。しかし総合的なアグロフオレスト

リーの導入や農・畜・林各産業を組合せた放牧システムも行なわれてい

る。前者では永年作物としてコーヒーが、樹木としてはインガやグリリ

セディアのほかクアバなどが利用されている。

以上の概要でも明らかなように中米のアグロフオレストリーは標高の

高いところと低いところで各国とも前向きの取組みが行なわれており、

とくにこの成果は土壌浸食や土壌の劣化防止に見出され、下流域への影

響を軽減 させている。また南米でも畜産が盛んなため、 SIIVOMpasto・a1や

高地での土地保全を含めたアグロフオレストリーの開発が行われねばな

らない状況下にある。
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